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『
国
語
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科
書
の

歩
み

　
光
村
図
書
は
、
一
九
四
九
年
に
創
立
さ
れ
、

小
・
中
学
校
の
国
語
の
教
科
書
を
中
心
に
発

行
を
続
け
て
、
今
年
で
七
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
中
学
校
『
国
語
』
教
科
書
は
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
、
教
科
書
に
込
め
て

き
た
願
い
を
振
り
返
り
ま
す
。

▲1952年度版

▲ 1981年度版
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『
国
語
』教
科
書
の

歩
み

　
中
学
校
の
国
語
教
科
書
『
中
等
新
国
語
』（
文

学
編
・
言
語
編
）
が
初
め
て
発
行
さ
れ
た
の
は
、

一
九
五
二
年
。
前
年
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
が
新
た
に
戦

後
の
道
を
歩
み
出
す
中
で
の
出
発
で
し
た
。

　『
文
学
編
』
を
見
る
と
、
小
説
、
詩
歌
、
古
典
、

論
説
、
随
筆
、
新
聞
記
事
、
伝
記
、
戯
曲
、
シ
ナ

リ
オ
な
ど
が
、『
言
語
編
』
で
は
、「
討
論
の
し
か

た
」「
実
用
的
な
手
紙
の
書
き
方
」「
創
作
」
な
ど
、

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
の
教
材
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
は
、
現
在
の
教
科

書
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
が
な
い
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
『
中
等
新
国
語
』
が
基
盤
に
な
り
、
以
来
、

二
十
回
余
り
の
改
訂
を
重
ね
な
が
ら
現
在
の
教
科

書
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
学
校
教
育
法
施

行
規
則
に
定
め
る
中
学
校
三
年
間
の
国
語
の
授
業

時
数
も
、
六
九
年
の
525
時
間
を
最
大
に
、
九
八
年

に
は
最
小
の
350
時
間
と
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
も
最
大

383
ペ
ー
ジ
（
七
二
年
度
版
一
年
）
か
ら
、
最
小
269

ペ
ー
ジ
（
二
〇
〇
六
年
度
版
一
年
）
と
、
動
い
て

い
ま
す
。
判
型
も
当
初
の
Ａ
５
判
か
ら
、
〇
六
年

度
版
を
境
に
Ｂ
５
判
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
〇
二
年
度
版
か
ら
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
も
増

え
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
ペ
ー
ジ
が
カ
ラ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
別
支
援
教
育

の
観
点
か
ら
も
子
ど
も
の
学
習
の
し
や
す
さ
に
寄

り
添
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
体
裁
の
面
で
光
村
の
中
学
校
教
科
書
の
大
き
な

特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
表
紙
の
質
感
と

堅
牢
さ
で
す
。
一
九
八
七
年
度
版
か
ら
一
貫
し
て
、

表
紙
に
は
独
自
の
手
触
り
の
あ
る
用
紙
を
使
い
続

け
て
い
ま
す
。中
学
校
三
年
間
だ
け
で
な
く
、ず
っ

と
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
汚
れ
や
擦
れ
、
水
濡
れ
に
強
い
材
質
を
使
い
、

手
に
な
じ
む
よ
う
な
用
紙
を
開
発
し
ま
し
た
。
卒

業
し
て
か
ら
も
、
教
科
書
を
手
に
す
る
た
び
に
そ

の
手
触
り
で
国
語
の
授
業
を
思
い
起
こ
し
て
も
ら

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

変
わ
る
も
の
、

変
わ
ら
な
い
も
の

▲1987年度版

▲ 1993年度版

▲2002年度版

▲ 1997年度版▲ 1997年度版
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　長
い
歴
史
の
中
で
、
教
材
も
変
遷
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
定
番
教
材
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
の
初
出
年
度
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
す
。

「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
一
九
五
五
年

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
一
九
五
九
年

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
一
九
六
一
年

「
故
郷
」
一
九
六
六
年

「
大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に
…
…
」
一
九
八
七
年

「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」
一
九
八
七
年

「
野
原
は
う
た
う
」
一
九
九
三
年

　長
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
材
で
も
、
時
代
に

よ
っ
て
指
導
の
ね
ら
い
や
紙
面
構
成
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
学
習
の
手
引
き
の
特
徴
的
な
部

分
（
抜
粋
）
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
少
年
の
日
の
思
い
出
」

●
一
九
五
五
年
度
版

　
こ
の
作
品
に
は
、
ど
ん
な
価
値
が
あ
る
か
。

●
一
九
六
九
年
度
版

　「
ぼ
く
」
が
自
分
だ
っ
た
ら
、
ど
う
し
た

と
思
う
か
。

●
一
九
八
七
年
度
版

　「
僕
」
が
自
分
の
収
集
を
押
し
つ
ぶ
し
て
し

ま
っ
た
あ
と
、
夢
を
見
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な

夢
だ
ろ
う
か
、
想
像
し
て
書
い
て
み
よ
う
。

●
二
〇
一
六
年
度
版
（
現
行
）

　「
僕
」
の
考
え
方
や
感
じ
方
に
つ
い
て
、

共
感
す
る
と
こ
ろ
や
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
を

話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

「
走
れ
メ
ロ
ス
」

●
一
九
六
一
年
度
版

　
筆
者
は
な
に
を
書
き
表
そ
う
と
し
た
の
か
。

　
友
情
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
お
う
。

●
一
九
六
九
年
度
版

　
ど
の
場
面
に
感
動
し
た
か
、
そ
れ
は
な
ぜ

か
、
考
え
て
み
よ
う
。

　
作
者
は
、
こ
の
作
品
で
な
に
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
の
か
。
主
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

●
一
九
八
七
年
度
版

　
こ
の
作
品
で
最
も
心
を
打
た
れ
た
の
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
、
そ
の
事
柄
や
場
面
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

●
二
〇
一
六
年
度
版
（
現
行
）

　「
メ
ロ
ス
」
の
行
動
や
考
え
方
に
つ
い
て
、

共
感
で
き
た
と
こ
ろ
や
、
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
を
、
そ
の
理
由
と
共
に
考
え
て
み
よ
う
。

　時
代
が
下
る
と
と
も
に
、
生
徒
の
主
体
的
な
読

み
を
尊
重
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

教
材
の
変
遷

▲2006年度版

▲2012年度版▲2016年度版
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歴代の
「かまきり りゅうじ」

　「 野 原 は う た う 」 が
最初に掲載されたのは
1993年度版でした。な
かでも「かまきり りゅ
うじ」は生徒たちの人気
者です。歴代のイラスト
をご紹介します。
　（イラスト　初代：渡辺リリコ
　二～五代目：保手浜  孝）▲初代（1993年度版）

▲二代目（1997年度版）

▲三代目（2006年度版）

▲四代目（2012年度版）

▲五代目（2016年度版）
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世
代
を
超
え
て

受
け
継
が
れ
る

教
科
書
を
目
ざ
し
て

　「
え
ん
び
フ
ラ
イ
」「
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
」「
ル
ビ

ン
の
つ
ぼ
の
挿
絵
」
…
…
。
前
号
の
「
国
語
教
育

相
談
室
」︵
一
八
年
九
月
発
行
・
87
号
︶
収
録
の
「
社

会
人
200
人
に
聞
く
　
覚
え
て
い
ま
す
か
？
　
文
学

の
授
業
」
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
あ
ら
筋
は

覚
え
て
い
な
く
て
も
、
心
に
残
っ
て
い
る
主
人
公

や
挿
絵
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
教
科
書
教
材
は
、
同
じ
時
期
に
同
じ
教
科
書
で

学
ん
だ
友
達
ど
う
し
の
共
通
の
話
題
と
な
り
う
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
祖
父
母

や
親
の
世
代
も
親
し
ん
で
き
た
教
材
が
今
も
掲
載

さ
れ
、
世
代
を
超
え
た
共
通
の
話
題
と
も
な
り
え

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
光
村
図
書
で
は
、
時
を
経
て
も
色

あ
せ
ず
、
人
々
の
心
の
中
で
熟
成
さ
れ
続
け
る
教

材
を
多
く
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
教
科
書
づ

く
り
を
通
し
て
、
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
、

そ
れ
が
七
十
周
年
を
迎
え
た
光
村
図
書
の
願
い
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
に
生
ま
れ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
教
材

の
中
で
、
今
な
お
継
続
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

時
代
の
流
れ
の
中
で
使
命
を
終
え
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
各
年
代
の
教
材
の
一
覧
は
、
小
社
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
教
科
書
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
学
習
し
た
懐
か
し
い
教
材
に
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
の
教
科
書
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
中
か
ら
、
特
に
評
判
の
高
か
っ
た
作
品

を
『
光
村
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

中
学
校
編
』
に
収
録

し
て
い
ま
す
。
文
学
（
三
巻
）・
説
明
文
（
一
巻
）・

詩
（
一
巻
）
の
全
五
巻
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
小
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
一

般
書
籍
」
内
の
商
品
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲「教科書クロニクル」には過去教材の一覧を，「教科書 time travel」（小学校）には
教材の編集にまつわるエピソードを掲載。

▲『光村ライブラリー 
中学校編』（全５巻／各
巻本体 1,000 円＋税）

あ
の
教
材
に

再
び
出
会
い
た
い
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『
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先
生
方
と
編
集
部
と
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋

「
国
語
教
育
相
談
室
」

　「国語教育相談室」は，日々の授業に役立つ教材研究のため

の資料や実践事例，最新の教育情報などを掲載し，先生方と教

科書編集部とをつなぐ懸け橋としての役割を担っています。

　創刊は，1957年５月。一昨年“還暦”を迎えました。

　創刊号には，編集委員だった国語教育学者の石森延男先生が

こんな巻頭言を寄せています。

国語科の学習は，「ことば」に始まって，「ことば」に終わ
るといってもいいほどで，（中略）ことばというものをもっ
ていることに気づくと，子どもたちの目は，にわかに育っ
てくるものです。ものを見る目が，成長してくるからです。
いいかえますと，「考える力」が生まれてくるのです。国
語科の目標は，一口に言えば，この「考える力」をつける
ことにあるといってもいいほどです。

　ここには，現在移行期を迎えている新しい学習指導要領の理

念に通底するものが，既に語られています。

　光村図書は，これからも子どもたちの「考える力」を育む教

科書と，それを支える先生方の一助となるような充実した「国

語教育相談室」　を発行してまいります。

先
生
方
と
編
集
部
と
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋

「
国
語
教
育
相
談
室
」


